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※ご応募いただく際お預かりする個人情報は、掲載させていただいた方への図書カードの送付の
　ために利用させていただきます。

住所、氏名、電話番号、撮影年月日、撮影場所、写真の簡単な説明を記入したメモを必ず添えて、表紙裏面に
記載の住所あてに郵送、あるいは協会までご持参ください。写真はつちおと掲載後に返却いたします。 

つちおとの表紙を飾る写真つちおとの表紙を飾る写真 ◆テーマ・題材◆静岡県内の明治・大正・昭和期の建設工事関連写真

掲載の方には
2,000円分の
図書カード
進呈!
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つちおとは、再生紙を使用しています。

http://w
w
w
.fukuroi-kenkyo.or.jp/

つちおとはインターネット上でもご覧いただけます。袋井建設業協会サイトのトップページ（http://www.fukuroi-kenkyo.or.jp）右メニューの「広報紙」をクリックしてください。

『加害者にも被害者にもならないために』
　　　袋井警察署 交通課長 佐野安彦 氏

路肩部の転落防止措置を指示
しました。【安全衛生規則第157条】

路肩に材料を置かないよう指示
しました。【安全衛生規則第558条】

参加者全員で、現場において更なる安全意識の高揚が取
組まれるよう『ガンバロー』の三唱。

建災防静岡県支部 安全指導者研修会

第32回 袋井地区建設業安全大会

平成30年度工事現場　安全パトロール実施結果

『県工事における災害発生状況等について』
静岡県交通基盤部 工事検査課技監　神谷幸人 氏

『社内安全管理体制の確立に向けて』
　　労働安全コンサルタント　鈴木敬司 氏

資料提供：掛川市
掛川市
新青田トンネル開通式

優良事業場賞受賞者

（株）若杉組　　 （株）山本組
（株）堀内土木　 睦建設共業（株）

優秀賞　（株）アキヤマ　中澤　幸亮

「見過ごすな
  見慣れた現場に　潜むワナ」

安全講話 安全の誓い

青田隧道は、山に囲まれた掛川台地の南への出口として明治28年に建設された隧道でした。
しかし、車1台がやっと通れるほどの狭さだったため、昭和48年にバイパス工事とともに新青田トンネルが

開通しました。これにより南北の便が更に良くなり、産業や交通の発展に大きく寄与しています。

撮影：昭和48年12月19日

平成３０年度：安全指導者研修会が６月１３日(水)に静岡県建設業会
館で開催されました。袋井分会からは、6名が参加をいたしました。
今年は、『社内安全管理体制の確立に向けて』の特別講演がありま

した。社内における安全管理体制は、全員の意識を一つに纏める事が
大切です。近年の安全に関する法改正･規制等に対し、会社全体が正
しい理解で対応し、一丸となって取組む事が重要だと感じました。

第32回袋井地区建設業安全大会が6月27日（水）に行われ81名が参加しました。
参加者全員が作業の安全を再認識すると共に、対策の重要さを改めて感じました。

これいいね！ すぐ直そう！

佳　作
（株）東榮建設 佐藤　健司
正光建設（株） 竹下　敏雄

現在の新青田トンネル東側にある青田隧道

安全標語入賞者

現場内の第三者が通る道路脇は、二重
に、また整然と仮囲いがされていました。

各資材・材料等の置き場が、明確に
区画されていました。
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■同報無線の整備
　・個別受信機の配布
　・屋外子局の設置（19カ所）
■防災行政無線（移動系）のデジタル化
■森町拠点防災倉庫の建設
■公共施設の耐震化
■「防災キャンプ」の実施

■可搬ポンプ、発電機、防災倉庫等の整備

■TOUKAI－０（耐震診断、耐震補強）
■家具等固定推進事業
■防災ベット、防災シェルター購入費補助

同報無線（屋外子局） 森町拠点防災倉庫 防災キャンプ

chat-mori-entry@sbsrelief.isseimail.jp

わが街の
防災対策
シリーズ

森町における防災対策

平成25年6月、静岡県第4次地震被害想定が発表されました。
この想定では、100年から150年に1回程度発生し、大きな被害をもたらす地震（レベル１）と、発生
頻度は極めて低いものの、発生すれば甚大な被害をもたらす、あらゆる可能性を考慮した最大クラ
スの地震（レベル2）の２つの想定が行われました。
森町におけるレベル2の被害想定は、人的被害では死者約100人、重軽傷者約1,400人、建物被害
では全壊・焼失が約4,100棟、半壊が約2,400棟とされています。
また、がけ崩れ等土砂災害発生の恐れがある「土砂災害（特別）警戒区域」が町内全域で400箇所
以上指定されているほか、平成29年7月に太田川水系の洪水浸水想定区域が指定され、想定しうる
最大規模の降雨（1,000年に1度の確率）に伴う洪水による浸水等が想定されています。

災害情報等をお伝えするため、森町総合メール配信サービスの運用を開始しました。
地震情報、気象情報、緊急災害情報のほか皆さんのお役に立つ情報等を配信しています。
すでに森町ちゃっとメールの受信登録をしている人は、下記の手順で受信登録ができます。
また、初めて森町ちゃっとメールを登録する人も、下記の手順で空メールを送付してください。
受信登録に進むことができます。
※3月6日をもちまして、今まで火災情報をお知らせしていた「ファストアラーム」の配信が終了しましたのでご了承くだ

　　さい。なお、引き続き火災情報の配信を希望される人は、お手数ですが、森町ちゃっとメールのご登録をお願いします。

町民の１人ひとりが、災害の危険性を認識し、「災害は必ず起
こる」という意識のもと、「いざというとき」に備え、「自らの命を
自らが守る」行動がとれるよう、日々の防災対策に活用してい
ただくため、「森町防災ガイドブック」及び「森町防災ハザード
マップ」を作成し、災害が想定される自然災害等についてまと
めました。
「森町防災ハザードマップ」で災害リスクを示し、「森町防災ガ
イドブック」でその対応などを詳しく説明しています。

主な防災対策 自主防災会への資機材配備

家庭における防災対策（補助事業等）

森町防災ハザードマップ・防災ガイドブック

森町ちゃっとメール

火災情報の受信登録

森町では、「森町アクションプログラム2013」を策定し、想定される災害における被害を軽減する
「減災」のため対策を推進するとともに、「第9次森町総合計画」において「安心･安全～いつまでも暮ら
せるやすらぎのまち～」を基本の柱の１つとして、「災害に強い、地域防災力の高いまちをつくる」ため、
地域防災力の強化を図っています。

資料提供：森町役場

木造住宅の耐震化を促進するため、町では県と連携してプロジェクト「TOUKAI－0」を
平成13年度から実施しています。無料で実施している耐震診断をはじめ、木造住宅耐震
補強工事については、一般世帯が最大105万円、高齢者等世帯が最大125万円と県内
トップの補助額です。今年度からは、新たに非木造の建物についても耐震診断費の補助
を実施し、旧耐震基準の建築物の耐震化を進めます。

住宅耐震補強の補助拡充

へ、空メールを送信してください。

「森町ちゃっとメール登録・変更のご案内」という件
名のメールが届きますので、メール本文のURLに
アクセスしてください。

※森町ちゃっとメールを初めて登録する
　人も、こちらから登録手続きに進むこ
　とができます。

登録画面のカテゴリ選択から「防災情報」を選択
すると、配信を希望する内容の画面が表示され
ます。「火災情報」にチェックを入れて「登録画面
へ」を押してください。

最後に登録画面の「登録・変更」を押すと、
登録が完了します。

※ご利用は無料ですが、通信料・パケット代は、ご利用者様のご負担になります。

お問い合わせ　森町役場総務課情報管理係　TEL.0538-85-6304
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工事名称 卓球場・アーチェリー場建設工事

工事場所 静岡県磐田市見付外地内

発 注 者 磐田市長　渡部修

工　　期 平成29年6月20日～平成30年2月28日

設 計 者 渡辺隆建築設計事務所

磐田市かぶと塚公園内に新しく卓球場・アーチェリー場が完成しました。
新たな交流やコミュニティ形成の場として『観る人』『する人』『支える人』それぞれの立場で、生涯に渡りスポーツに
親しめる施設がコンセプト。卓球のラリーのように人と人との思いが行き来し、市民を始め多くの人々が交流できる施設
となるよう願いを込め、『ラリーナ』と命名されました。
かぶと塚古墳の円墳をモチーフとした曲面を描く屋根や、周囲の自然に溶け込む集成材使用の構造が特徴となっ

ています。
磐田市出身のオリンピックメダリスト水谷隼選手・伊藤美誠選手の功績を継承するゆかりの品等の展示コーナーも

あり、2016年リオデジャネイロ五輪などで使用された国産の卓球台「インフィニティー」を含む計12台の卓球台が設置
され、気軽に利用することができます。

磐田市見付 卓球場・アーチェリー場建設工事

工
事
概
要

工
事
概
要

施工者 【建　　築】平野建設株式会社
 【電気設備】有限会社藤本電気工業
 【機械設備】有限会社オオバ工業
卓球場  木造（ＧＬＴ） 延べ面積 931.02㎡
アーチェリー場 鉄骨造 延べ面積 133.90㎡
屋外トイレ 木造 延べ面積 67.48㎡

古墳をイメージした曲線の天井国産の卓球台「インフィニティー」 展示コーナー

ご
由
緒
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ま
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し
い
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わ
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鎮
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さ
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か
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奉
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全
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き
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い
ま
し
た
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し
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た
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迎
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れ
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の
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ま
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、
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し
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ま
た
、平
成
十
五
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篠
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文
仁
親
王
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下

同
妃
紀
子
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下
の
ご
親
拝
を
賜
り
、平
成
二
十
九
年
に

は
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
っ
て
い
ま
す
。　

宮川の紅葉

縁結びもみじ守り 

福徳円満・開運厄除・縁結びだいこく様の縁起物
「宝槌」 「木小槌」

中
東
遠
の
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る

中
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遠
の

　

 

神
社
を
訪
れ
る

中
東
遠
地
域
に
は
、古
来
か
ら
、人
々
に
親
し
ま
れ
た
、た
く
さ
ん
の

神
社
が
あ
り
、お
祭
り
が
盛
ん
な
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
か
ら
、こ
れ
ら
の
主
な
神
社
を
改
め
て
、紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

第
一
回
は
、森
町
に
あ
る「
小
國
神
社
」を
紹
介
し
ま
す
。

菖蒲園
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聖
老
人 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
尾
三
省

屋
久
島
の
山
中
に

一
人
の
聖
老
人
が
立
って
い
る

齢
お
よ
そ
七
千
二
百
年
と
い
う

ご
わ
ご
わ
し
た
そ
の
肌
に

手
を
触
れ
る
と

遠
く
深
い
神
聖
の
気
が

沁
み
込
ん
で
く
る

聖
老
人

あ
な
た
は

こ
の
土
地
に
生
を
受
け
て
以
来

た
だ
の
ひ
と
こ
と
も
語
ら
ず

た
だ
の
一
歩
も
動
か
ず

そ
こ
に
立
って
お
ら
れ
た

そ
れ
は
苦
行
神
シ
ヴ
ァ
の
千
年
至
福
の

瞑
想
の
姿
に
似
て
い
な
が
ら

苦
行
と
も
至
福
と
も
か
か
わ
り
の
な
い

も
の
と
し
て
そ
こ
に
あ
っ
た

た
だ

そ
こ
に
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た

あ
な
た
の
体
に
は
幾
十
本
も
の

樹
木
が
生
い
茂
り

あ
な
た
を
大
地
と
み
な
し
て
い
る
が

あ
な
た
は
そ
れ
を
自
然
の
出
来
事

と
し
て
な
が
め
て
い
る

あ
な
た
の
ご
わ
ご
わ
と
し
た
肌
に

耳
を
つ
け

せ
め
て
命
の
液
の

流
れ
る
音
を
聴
こ
う
と
す
る
が

あ
な
た
は
た
だ
そ
こ
に
あ
る
だ
け

無
言
で
一
切
を
語
ら
な
い

　

　
　（
次
号
へ
続
く
…
。
M
S
）

あ
る
六
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
私
は
屋
久
杉
の
前
に
い
た…

。

協
会
活
動
報
告
平成30年
3月～6月

5
／
18（
金
） 平
成
30
年
度 

定
時
総
会

●
平
成
29
年
度 
決
算
書
類
の
承
認

●
平
成
30
年
度 

事
業
計
画
及
び
予
算
書
の
承
認

●
報
告
事
項

　
（
29
年
度
事
業
報
告
、公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
）

6
／
14（
木
） 平
成
30
年
度 

第
3
回
理
事
会

●
袋
井
建
設
業
協
会
70
周
年
記
念
誌
の
企
画
等
承
認

5
／
18（
金
） 平
成
30
年
度 

第
2
回
理
事
会

●
平
成
30・31
年
度
静
岡
県
建
設
業
協
会
委
員
会
委
員

　
候
補
者

●
平
成
30・31
年
度
袋
井
建
設
業
協
会
相
談
役
の
選
任

●
平
成
30
年
度
協
会
役
員
及
び
委
員
会
委
員
等　
ほ
か

■
正
副
会
長
会
議

3
／
26（
月
）

　
平
成
29
年
度 

第
８
回
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

4
／
5（
木
）

　
県
発
注
機
関
及
び
磐
田
労
基
署
と
の
意
見
交
換

   

県
西
部
危
機
管
理
局
と
の
災
害
時
等
に
お
け
る
意
見
交
換

4
／
25（
水
）

　
平
成
30
年
度 

第
１
回
理
事
会
上
程
議
案
及
び
報
告
事
項

■
総
務
委
員
会

5
／
30（
水
）

　
浜
松
河
川
国
道
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会

　
・担
い
手
確
保
に
向
け
た
魅
力
あ
る
建
設
業
の
Ｐ
Ｒ

　
・Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
の
発
注
計
画
等
に
つ
い
て

6
／
1（
金
）〜
2（
土
）

　
会
員
視
察
研
修【
参
加
者
22
名
】

　
（
伊
勢
神
宮・猿
田
彦
神
社・鳥
羽
水
族
館
ほ
か
）

　
講
師：㈱
ア
ク
ト
プ
ロ

　
人
材
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
課
長　
岡
田　
猛
志　
様

6
／
11（
月
）

　
経
営
者
研
修
会（
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
）【
参
加
者
32
名
】

・「
職
場
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
と

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
対
応
」

・「
国
助
成
金
の
賢
い
活
用
術
と
ポ
イ
ン
ト
」

　
内
容： 
今
す
ぐ
取
り
組
め
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の 

 

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
、管
理
職
に
求
め
ら
れ
る 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力　
な
ど

■
安
全
委
員
会

3
／
23（
金
）

　
第
7
回
安
全
委
員
会（
平
成
29
年
度
）

　
（
平
成
29
年
度
事
業
報
告
、平
成
30
年
度
事
業
計
画
）

4
／
5（
木
）

　
安
全
祈
願
祭（
小
國
神
社
） 【
参
加
者
59
名
】

　
第
1
回
安
全
委
員
会

　
（
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
進
め
方・安
全
大
会・安
全
研

　

  

修
会
に
つ
い
て
）

4
／
12（
木
）

　
講
師
団
打
合
せ
会 【
出
席
者
12
名
】

　
（
平
成
30
年
度
技
能
講
習
会
開
催
計
画
）

5
／
21（
月
）

　
第
2
回
安
全
委
員
会

　
（
安
全
大
会・安
全
研
修
会・安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の　

　
　
進
め
方
に
つ
い
て
）

5
／
11（
金
）

　
第
1
回
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

　
・平
成
30
年
度 

Ｉ
Ｔ
講
習
会
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
・第
１
回 

Ｉ
Ｔ
講
習
会
内
容
に
つ
い
て

総
　
会

4
／
18（
水
） 平
成
29
年
度 

決
算
関
係
監
査

●
袋
井
建
設
業
協
会
、袋
井
地
区
建
設
事
業
協
同
組

　
合
、建
災
防
袋
井
分
会

監
事
会

4
／
25（
水
） 平
成
30
年
度 

第
1
回
理
事
会

●
定
時
総
会
進
行（
案
）の
確
認

●
定
時
総
会
上
程
議
案
及
び
報
告
事
項
の
決
定

●
活
動
報
告
及
び
委
員
長
報
告　

●
平
成
30
年
度
全
建
表
彰
者
報
告　
ほ
か

3
／
26（
月
） 平
成
29
年
度 

第
8
回
理
事
会

●
平
成
30
年
度 

事
業
計
画
及
び
予
算
書
の
承
認

●
平
成
30・31
年
度
関
係
、各
委
員
会
委
員
長
等
候
補
者

●
静
岡
県
優
秀
施
工
者
知
事
褒
章
候
補
者
の
推
薦

●
出
前
講
座
事
業

　
（
静
岡
理
工
科
大
学・高
校
生
対
象
）の
実
施

●
委
員
長
報
告　
ほ
か

理
事
会

委
員
会
等
報
告

4
／
17（
火
）

　
監
理
技
術
者
講
習【
受
講
者
48
名
】

4
／
20（
金
）

　
刈
払
機
取
扱
い
作
業
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
受
講
者
32
名
】

4
／
24（
火
）

　
登
録
解
体
工
事
講
習【
受
講
者
247
名
】

4
／
27（
金
）

　
第
１
回
技
術
者
講
習【
受
講
者
85
名
】　　

5
／
8（
火
）

　
熱
中
症
予
防
指
導
員・管
理
者
研
修【
受
講
者
24
名
】 

5
／
10（
木
）

　
足
場
組
立
て
等
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育【
受
講
者
19
名
】

5
／
11（
金
）

　
Ｊ
Ｃ
Ｍ・D
V
D
セ
ミ
ナ
ー【
参
加
者
26
名
】

5
／
16（
水
）

　
現
場
管
理
者
統
括
管
理
講
習【
受
講
者
27
名
】

5
／
22（
火
）〜
23（
水
）

　
職
長・安
全
衛
生
責
任
者
教
育【
受
講
者
28
名
】

6
／
6（
水
）〜
7（
木
）

　
足
場
組
立
て
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習【
受
講
者
23
名
】

6
／
12（
火
）〜
14（
木
）

　
地
山
の
掘
削
及
び
土
止
め
支
保
工
作
業
主
任
者
技
能

　
講
習【
受
講
者
25
名
】

6
／
19（
火
）〜
20（
水
）

　
型
枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
【
受
講
者
20
名
】

6
／
22（
金
）

　
施
工
管
理
者
等
の
た
め
の
足
場
点
検
実
務
者
研
修【
受
講
者
9
名
】

6
／
26（
火
）

　
足
場
組
立
て
等
作
業
主
任
者
能
力
向
上
教
育【
受
講
者
14
名
】

各
種
研
修
会
・
講
習
会

表
　
彰

そ
の
他
の
行
事

平
成
30
年
５
月
24
日
、静
岡
労
政
会
館
に
お
い
て

表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
、次
の
会
社・個
人
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

■
技
術
委
員
会　
土
木
部
会

3
／
15（
木
）

　

第
3
回
土
木
部
会
、第
7
回
技
士
会
代
議
員
会
合
同

　
会
議（
平
成
29
年
度
）

　
（
平
成
29
年
度
事
業
報
告
、平
成
30
年
度
事
業
計
画
）

4
／
27（
金
）

　

第
１
回
土
木
部
会・第
１
回
技
士
会
代
議
員
会
合
同

　
会
議（
親
子
現
場
見
学
会
、技
術
者
講
習
会
等
）

■
技
術
委
員
会　
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

3
／
9（
金
）

　

第
７
回
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会（
平
成
29
年
度
）

　
・平
成
30
年
度 

Ｉ
Ｔ
講
習
会
事
業
計
画
に
つ
い
て

3
／
22（
木
）

　

第
10
回「
安
否
コ
ー
ル
」推
進
会
議

　
・「
安
否
コ
ー
ル
」の
運
用・利
活
用

■
環
境・災
害
対
策
委
員
会

3
／
27（
火
）

　

静
岡
県
西
部
地
域
道
路
啓
開
検
討
会
Ｗ
Ｇ
出
席

　
（
計
画
本
編
の
改
正
等
）

6
／
27（
水
）

　

第
3
回
安
全
委
員
会

　
（
安
全
大
会
、安
全
研
修
会
に
つ
い
て
）

　

第
32
回
袋
井
地
区
建
設
業
安
全
大
会

　
（
袋
井
建
設
業
会
館
）【
参
加
者
81
名
】

6
／
4（
月
）

　
「
安
否
コ
ー
ル
」の
運
用・利
活
用
検
討
会

　
（
正
副
委
員
長
、Ｉ
Ｔ
対
策
部
会
長
ほ
か
3
名
）

　
・平
成
30
年
度「
安
否
コ
ー
ル
」の
運
用・利
活
用
に
つ
い
て

6
／
15（
金
）

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
防
疫
対
応
説
明
会
参
加

　
・鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
概
要
と
発
生
時
の
対
応

　
・班
別
机
上
演
習　
ほ
か

6
／
26（
火
）

　

第
1
回
環
境・災
害
対
策
委
員
会　

　
・30
年
度
事
業
計
画（
研
修
会
等
の
開
催
）

　
・災
害
協
定
地
図
作
成
検
討

　
・「
安
否
コ
ー
ル
」の
運
用・利
活
用

6
／
27（
水
）

　

第
１
回「
安
否
コ
ー
ル
」推
進
会
議

　
・研
修
会
開
催
及
び
情
報
伝
達
訓
練
実
施
の
検
討
等

■
広
報
委
員
会

3
／
13（
火
） 

第
12
回
広
報
委
員
会

 

会
報「
つ
ち
お
と
第
142
号
」の
校
正
及
び  

 

平
成
30
年
度
発
行
計
画

4
／
1（
日
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
142
号
」の
発
行　

4
／
19（
木
） 

第
1
回
広
報
委
員
会

 

会
報「
つ
ち
お
と
第
143
号
」の
編
集
計
画

5
／
14（
月
） 

第
2
回
広
報
委
員
会

 

会
報「
つ
ち
お
と
第
143
号
」の
編
集
会
議

 

70
周
年
記
念
誌
第
1
回
広
報
委
員
会

 

協
会
70
周
年
記
念
誌
発
行
計
画
等

5
／
30（
水
） 

70
周
年
記
念
誌
第
2
回
広
報
委
員
会

 

協
会
70
周
年
記
念
誌
発
行
計
画
、企
画
等

6
／
14（
木
） 

理
事
会
報
告

 

協
会
70
周
年
記
念
誌
発
行
計
画
、企
画
等

6
／
20（
水
） 

第
3
回
広
報
委
員
会

 

会
報「
つ
ち
お
と
第
143
号
」の
編
集
会
議  

5
／
24（
木
）

　
静
岡
県
建
設
業
協
会
定
時
総
会・協
会
長
賞
等
表
彰
式

6
／
3（
日
）

　
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
活
動（
袋
井
市
農
政
課
）へ
の
参
加

　
【
参
加
者
4
社
7
名
】

　
・実
施
場
所　
浅
羽
海
岸
松
林
植
樹
地

(

一
社)

全
国
建
設
業
協
会
長
表
彰　
及
び

(

一
社)

静
岡
県
建
設
業
協
会
長
賞
表
彰

■(

一
社)

全
国
建
設
業
協
会
長
表
彰

２
条
3
号

多
年
に
わ
た
り
団
体
の
役
員・委
員
と
し
て
、

建
設
業
の
健
全
な
発
展
に
尽
力

　
岡
野
良
隆
　
岡
野
建
設
㈱
　（
森
町
）

２
条
3
号

永
年
に
わ
た
り
団
体
の
役
員・委
員
と
し
て
、

建
設
業
の
健
全
な
発
展
に
尽
力

　
平
野
勝
啓
　
掛
川
土
建
㈱
　（
掛
川
市
）

２
条
4
号

多
年
に
わ
た
り
企
業
経
営
の
要
職
に
あ
り
、

建
設
業
の
健
全
な
発
展
に
尽
力

　
竹
下
宣
行
　
竹
初
建
設
㈱
　（
森
町
）

■(

一
社)

静
岡
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
会
長
表
彰

■(

一
社)

静
岡
県
建
設
業
協
会
長
賞
表
彰

経
営
の
合
理
化
、技
術
の
向
上
等
を
図
り
、

建
設
産
業
の
発
展
に
顕
著
な
功
績

　
　
秋
山
萬
之
介
　
㈱
ア
キ
ヤ
マ（
磐
田
市
）

４
条
1
号

経
営
の
合
理
化
、技
術
の
向
上
に
顕
著
な
成
果

　
㈱
川
島
組
　（
掛
川
市
）

４
条
4
号

労
務・福
利
厚
生
の
改
善
に
顕
著
な
功
績

　
南
部
建
設
㈱
　（
菊
川
市
）

５
条

職
務
に
精
励
し
、勤
務
成
績
が
良
好

　
　
谷
高
洋
二
　
㈱
ア
キ
ヤ
マ（
磐
田
市
）

　
　
鷲
山
洋
一
　
㈱
ア
キ
ヤ
マ（
磐
田
市
）

　
　
植
田
和
浩
　
㈱
若
杉
組
　（
掛
川
市
）　

　
　
吉
野
克
好
　
㈱
若
杉
組
　（
掛
川
市
）

２
条
4
号

永
年
に
わ
た
り
会
員
企
業
の
代
表
者
と
し
て
、

業
界
の
健
全
な
発
展
に
尽
力

　
鈴
木
文
雄
　
㈱
新
組
　（
袋
井
市
）

４
条
5
号

社
会
貢
献
活
動
等
に
顕
著
な
功
績

　
㈱
山
田
　（
掛
川
市
）

５
条

職
務
に
精
励
し
、勤
務
成
績
が
良
好

　
　
柳
澤
秀
雄
　
丸
明
建
設
㈱（
袋
井
市
）

　
　
飯
尾
幸
弘
　
丸
明
建
設
㈱（
袋
井
市
）

　
　
小
野
康
博
　
丸
明
建
設
㈱（
袋
井
市
）

　
　
鈴
木
良
治
　
㈱
ア
キ
ヤ
マ（
磐
田
市
）

　
　
京
谷
和
哉
　
㈱
若
杉
組（
掛
川
市
）

　
　
鈴
木
敦
子
　（
一
社
）袋
井
建
設
業
協
会

猿田彦神社

サミエール

経営者セミナー安全祈願祭

登録解体工事講習

技術者講習

IT 講習会

6
／
29（
金
）

　
第
2
回
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

　
・第
２
回 

Ｉ
Ｔ
講
習
会
内
容
に
つ
い
て

　
・第
１
回
Ｉ
Ｔ
講
習
会【
受
講
者
29
名
】

Part 1



8

平成30年8月1日発行

会報

143第 号
平成30年8月

※ご応募いただく際お預かりする個人情報は、掲載させていただいた方への図書カードの送付の
　ために利用させていただきます。

住所、氏名、電話番号、撮影年月日、撮影場所、写真の簡単な説明を記入したメモを必ず添えて、表紙裏面に
記載の住所あてに郵送、あるいは協会までご持参ください。写真はつちおと掲載後に返却いたします。 

つちおとの表紙を飾る写真つちおとの表紙を飾る写真 ◆テーマ・題材◆静岡県内の明治・大正・昭和期の建設工事関連写真

掲載の方には
2,000円分の
図書カード
進呈!

会
報

発
行
●
一
般
社
団
法
人
 袋
井
建
設
業
協
会
〒
4
3
7
-0
0
2
4
 袋
井
市
三
門
町
1
1
-1
2
  TEL0

5
3
8
-4
2
-4
3
3
8

143
第

号

つちおとは、再生紙を使用しています。
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つちおとはインターネット上でもご覧いただけます。袋井建設業協会サイトのトップページ（http://www.fukuroi-kenkyo.or.jp）右メニューの「広報紙」をクリックしてください。

『加害者にも被害者にもならないために』
　　　袋井警察署 交通課長 佐野安彦 氏

路肩部の転落防止措置を指示
しました。【安全衛生規則第157条】

路肩に材料を置かないよう指示
しました。【安全衛生規則第558条】

参加者全員で、現場において更なる安全意識の高揚が取
組まれるよう『ガンバロー』の三唱。

建災防静岡県支部 安全指導者研修会

第32回 袋井地区建設業安全大会

平成30年度工事現場　安全パトロール実施結果

『県工事における災害発生状況等について』
静岡県交通基盤部 工事検査課技監　神谷幸人 氏

『社内安全管理体制の確立に向けて』
　　労働安全コンサルタント　鈴木敬司 氏

資料提供：掛川市
掛川市
新青田トンネル開通式

優良事業場賞受賞者

（株）若杉組　　 （株）山本組
（株）堀内土木　 睦建設共業（株）

優秀賞　（株）アキヤマ　中澤　幸亮

「見過ごすな
  見慣れた現場に　潜むワナ」

安全講話 安全の誓い

青田隧道は、山に囲まれた掛川台地の南への出口として明治28年に建設された隧道でした。
しかし、車1台がやっと通れるほどの狭さだったため、昭和48年にバイパス工事とともに新青田トンネルが

開通しました。これにより南北の便が更に良くなり、産業や交通の発展に大きく寄与しています。

撮影：昭和48年12月19日

平成３０年度：安全指導者研修会が６月１３日(水)に静岡県建設業会
館で開催されました。袋井分会からは、6名が参加をいたしました。
今年は、『社内安全管理体制の確立に向けて』の特別講演がありま

した。社内における安全管理体制は、全員の意識を一つに纏める事が
大切です。近年の安全に関する法改正･規制等に対し、会社全体が正
しい理解で対応し、一丸となって取組む事が重要だと感じました。

第32回袋井地区建設業安全大会が6月27日（水）に行われ81名が参加しました。
参加者全員が作業の安全を再認識すると共に、対策の重要さを改めて感じました。

これいいね！ すぐ直そう！

佳　作
（株）東榮建設 佐藤　健司
正光建設（株） 竹下　敏雄

現在の新青田トンネル東側にある青田隧道

安全標語入賞者

現場内の第三者が通る道路脇は、二重
に、また整然と仮囲いがされていました。

各資材・材料等の置き場が、明確に
区画されていました。




